
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭学習が好きな児童」を増やす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て 
①興味付け 
②苦手意識の削減 

実態把握 
魅力的な課題 
取り組みやすい課題 

なぜ好きなのか 
なぜ嫌なのか 

成果の見える化 

正答率によって色を変えて、

日本白地図を塗っていく 

12.9% 29.0% 54.8% 3.2%

0.0%

国語の学習（１学期と比べて）

主体的に家庭学習を行うことで、学びが好きだという児童をはぐくむ 

つなげる 家庭学習を課題克
服の手立てとする！ 

家庭学習が好き 教科の学びが好き 

宇治市立 A小学校 

文章読解     文章作成 

 

語彙力不足、読解力
不足を克服する！ 

◇「桃太郎」の続き
を書こう 

 

書きたくなる

ような魅力的

なテーマ 

◇「恐竜はどこにす
んでいたの？」 

 

知的好奇心

をくすぐる 

教材 

言語能力の育
成を目指して 

振り返りを通して価値ある家庭学習を目指す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定 
の力 

満足感・達成感→

興味を広げる 

苦手・得意を認識→

次につなげる 

テーマ設定の理由 振り返り 「～したいから」こ
の思いが大切 

家庭学習で、様々な視点から学びを振り返らせて、疑問や意欲を授業につなげる。 

自主学習 
大切にすること 
◇テーマ設定の理由 
◇振り返り 

自己判断・自己決定の過程をメタ
認知・言語化 

宇治市立 B小学校 

効果的な学び 
のサイクル 

次の活動 
につなげる 

達成できたか、 
振り返る 

めあてをもって 
て授業に臨む 

授業との
つながり 

疑問 

意欲 

振り返りを通して授業と家庭学習をつなぐ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えが決まっていない課題→
生徒が自問→思考を促す 

学びの振り返り→授業で学んだ
ことを自分の言葉でまとめる（構
成マップ）→授業に活かす 

宇治市立 D中学校 

家庭学習で思考
を促すために 

表や図、グラフ、見出し等を使って表現 

構成マップ 学んだことを活用し、生
徒がつくっていく 
 
自己判断・自己決定 

教師のアプローチ 
手立て 
キーワードの共有 

見取り 
自分の考えを形成する
表現の工夫、適切さ 
言葉による見方・考え方 
情報整理 

「内容、まとめ方、振り返り」等、自

分なりの発想を活かした工夫 

掲載の取組については宇治市教育委員会の支援のもと、宇治市内小・中学校教員が研究・実践しているものです。 

家庭学習とのつながりを意識した授業づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の設定（めあて） 
 
解決に向けて 
 
話合いで納得解をつくる 
 
納得解を使って次の課題に挑む 
 
話合い→練り合い→まとめ 
→振り返り 

 

教科の面白さを伝える授業スタイルの追究 

授業に活かす家庭学習 

一人学び 家庭学習 ICTの活用 

授業と家庭学習を一体的に捉えた 

単元指導計画 

家庭学習を学習方略

として活用 
自己判断・
自己決定 

課題解決学習の活動の中に、家庭

学習を位置付ける 
じっくり調べ、教え
合う授業の追究 

頑張りが評価につながる取組 
教科の面白さが伝わる取組 

外発的動機と内発的
動機の両面から追究 

宇治市立 C中学校 

主体的に家庭学習に
取り組ませるために 

単元のゴールを明示 

課題解決のために話合いや実験を
活かす 
答えを言い切ることを避ける（オー

プンエンド） 
疑問について振り返りで思考させる
（自ら気付き、掴んだという意識をも

たせる） 
適切な情報を準備する 

単元を通した問い
（Before&After） 

単元の最初と最後の状況をまと

める「知っていることを書きましょ

う」（学びの深化・変容を実感） 

「（この授業スタイルで）家庭学習が増えたか」という問いに 99%が「増えた」という回答 


